
１．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化

（２）経営改善支援
群馬県中小企業サポータ－ズ
制度

　地域経済において大きな役割を果たす中小企業の事業活動を支援し、本県経済の
活力向上を目的とした、県産業政策課を事務局とする群馬県中小企業サポーターズ
協議会に参加しております。中小企業サポーターとして、きめ細やかな企業の経営
支援を展開することで、企業が抱える課題の解決を図り、また適切な専門機関を紹
介するなど課題解決の支援を行っております。

 “とねしん”では１７名をサポーターとして登録
し、支援機関等と連携をとりながら企業支援活動に
携わった結果、優れた結果をあげたサポーターを表
彰する、ベストサポーターに西支店長代理が選ばれ
表彰を受けました。

（3）事業再生支援 第二会社方式による企業再生

債務会社（A社）においては、状況が悪化したまま数年が経過していたが、その
後、状況が改善し年間５百万円以上の債務弁済を継続していた。債務会社（A社）
代表者が６７歳と高齢であることを考慮して、長男（３９歳）を代表とする新会社
（Ｂ社）を設立し、新会社（Ｂ社）に不動産を売却、事業を承継させる取組みを実
施しました。
これにより債務会社(Ａ社)への融資金３８８百万円のうち、２３６百万円を回

収、新会社(Ｂ社)は購入資金等に充てた融資金２５０百万円を耐用年数内で完済す
る見通しとなりました。

　第二会社方式とすることで、事業再生の確実性・
実現性が高まり、事業継続をすることが可能となり
ました。

　創業・新事業支援融資の取組みとして、当金庫独自資金「あきない上手」の取り
扱い,また各種制度融資の推進を行いました。
　日本政策金融公庫と業務提携を締結以降、地域ベンチャー支援センター及び地方
公共団体、商工会議所等と地域事業者に対する情報の共有化を図るとともに、制度
融資等を利用して創業・新事業への支援を行いました。

利根郡信用金庫　
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　経営相談室は、経営相談室主導支援先として１２先の大口与信取引先を中心に支
援活動を行ってきました。支援先企業経営者との信頼関係の構築や、実態把握を行
いながら支援方法の検討を行っています。取組みについては、定期的に経営者との
ヒアリングを行うとともに月次試算表等の徴求により、収支状況・資金繰り等の状
況把握を行い、経営上の問題点を抽出し、各支援先の実態に即した経営改善支援策
の提案や経営改善計画書の策定支援を行い、必要に応じて群馬県中小企業再生支援
協議会や外部専門家との連携を図りながら経営改善支援活動に取組んでいます。ま
た経営革新や経営改善に有効となるセミナーや相談会等の情報提供も行っておりま
す。
　平成２０年度設置の営業店支援担当者は、平成２３年度支援先として３４先を選
定し、経営支援体制の強化と経営支援活動の拡充に取組んできました。具体的活動
内容については、経営相談室主導先と同様でありますが、「経営相談活動営業店管
理表」を作成し、その管理表に基づいた月報で経営相談室宛に月次報告を行い、こ
れにより経営相談室が営業店担当者に対し支援活動のサポート及び管理を行ってい
ます。

　経営改善支援の活動状況

　創業・新事業案件の増加

　平成23年度　創業・新事業支援融資実績
　　　　　　　　　　　6件　84,400千円

地域密着型金融の取組み状況（平成23年4月～平成24年3月）

（１）創業・新事業支援

（２）経営改善支援

　経営改善支援先のうち1先がランクアップに繋
がった。

取組み内容 成果（効果）
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項　　目 タイトル 取組み内容 成果（効果）

２．事業価値を見極める融資をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底

（２）「目利き機能」の発揮
　に向けた取組み ｢目利き能力｣の向上、人材育成

 「目利き力」の向上を目的とした外部研修への積極的参加、自金庫おいて外部講
師による研修、自金庫内における研修の開催を推進しました。

・外部研修への参加
　・目利き力養成講座（全信協）　　　硯田支店副長　　１名
　・企業再生支援実践講座（全信協）　経営相談室課長　１名
　・融資審査講座（全信協）　　　　　審査部代理　　　１名
　・融資法務講座（関信協）　　　　　中町支店代理　　１名
　・融資審査・管理講座（関信協）　　月夜野支店代理　１名
　・融資渉外力強化研修（県信協）　　中町支店係長　　１名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　渋川支店係長　　１名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　前橋西支店主任　１名
　・経営診断力強化研修（県信協）　　前橋支店代理　　１名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和支店代理　　１名
　・融資実務講座（県信協）　　　　　本店営業部主任　１名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　前橋西支店主任　１名
・ 金庫内研修
　・「企業分析講座」（審査部主催）　　　　　参加 １６名
　・目利き能力向上講座（外部講師）　　　　　参加 ２２名

 「目利き力」の向上に繋がる研修等の受講機会は
増加し、職員の基礎知識は確実に向上している。

３．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献

（１）地域全体の活性化、持
　続的な成長を視野に入れ
　た、同時的・一体的な
　「面」的再生への取組み

望郷ライン・センチュリーライ
ドへの協賛

　「望郷ライン・センチュリーライド」は、群馬県利根沼田県民局と利根沼田地域
内の５市町村および観光協会等が共催し、地域一丸となって観光振興と地域活性化
に寄与することを目的としたサイクリングイベントであり、広告掲載による協賛を
するとともに、前日からの準備および運営のため職員をボランティアとして３１名
派遣しました。

　地域一体となってイベントが開催出来たこと、大
会前の試走に多くの参加者が訪れていること等によ
り、観光振興および地域活性化の目的は達成出来た
ものと考えております。

（２）地域活性化につながる
　多様なサービスの提供

「職業講演会」を沼田中学校で
開催

　平成24年2月1日に沼田中学校にて開催された沼田ロータリークラブによる「職業
講演会」に峯川理事長が講師として参加、職業についての見識をより深めるための
手助けとなるよう地域の未来を担う1年生126名に対し、金融や信用金庫の役割等に
ついて講演を行いました。

　人生においての仕事の重要さを理解する良い機会
となったものと思われます。

　平成23年11月5日、沼田市民体育館において「第4
回とねしん杯オープン卓球大会」を実施、473名の
小中学生が参加、青少年の健全育成と卓球競技振興
に寄与することが出来ました。

　県内北部の小中学生にスポーツを通しての健全育成と、当庫との触れ合いを目的
にとねしん杯オープン卓球大会を、平成20年度を第一回として毎年度開催しており
ます。
・実施要項の作成　・後援依頼
・会場の確保　　　・出場選手の募集
・大会実施
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小中学生卓球大会の実施
（２）地域活性化につながる
　多様なサービスの提供

（１）地域全体の活性化、持
　続的な成長を視野に入れ
　た、同時的・一体的な
　「面」的再生への取組み

中町とねしん会納涼祭開催

　中町とねしん会において、地域の結びつきの強化を図り中心市街地活性化に資す
るため本町通り商店街（上の会・中の会・下之町）と共催により、「中町とねしん
会納涼祭」を平成23年9月17日（土）中町支店駐車場を主会場に開催しました。
 内容
　・ステージ発表　　（ロイヤルハワイアンズ演奏及びフラダンス、他）
　・模擬店コーナー　（やきそば、焼き鳥、焼きとうもろこし、かき氷、他）
　・ちびっこコーナー（金魚すくい、ヨーヨーつり）
　・野菜のプレゼント（トマト、きゅうり）
　・本町通り写真展
　・ビンゴ大会　他

　本町通り商店街へ多くのお客様が訪れ買物等の利
用もあり、商店街活性化に寄与することが出来まし
た。
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